
三

法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
十
七
条
若
し
く
は
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
求

め
、
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
受
け

た
こ
と
。

三

法
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
十
二
条
若
し
く
は
法

第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
求

め
、
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
受
け

た
こ
と
。

四

船
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
号
）
第

八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
（
船
員
職
業
安
定
法

（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
号
）
第
八
十

九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用

さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
第
五
条
第
四
号
に
お
い

て
同
じ
。）若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
作

業
に
従
事
で
き
ず
、
若
し
く
は
作
業
に
従
事
し

な
か
つ
た
こ
と
、
船
員
職
業
安
定
法
第
九
十
二

条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ

れ
る
船
員
法
第
八
十
七
条
第
一
項
本
文
若
し
く

は
第
二
項
本
文
の
規
定
に
よ
つ
て
船
員
派
遣
の

役
務
に
従
事
で
き
ず
、
若
し
く
は
船
員
派
遣
の

役
務
に
従
事
し
な
か
つ
た
こ
と
又
は
船
員
の
雇

用
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十

二
年
法
律
第
九
十
六
号
）
第
十
四
条
第
六
項
の

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
船
員
法

第
八
十
七
条
第
一
項
本
文
若
し
く
は
第
二
項
本

文
の
規
定
に
よ
つ
て
船
員
労
務
供
給
の
役
務
に

従
事
で
き
ず
、
若
し
く
は
船
員
労
務
供
給
の
役

務
に
従
事
し
な
か
つ
た
こ
と
。

四

船
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
号
）
第

八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
（
船
員
職
業
安
定
法

（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
号
）
第
八
十

九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用

さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
次
条
第
四
号
に
お
い
て

同
じ
。）若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
作
業

に
従
事
で
き
ず
、
若
し
く
は
作
業
に
従
事
し
な

か
つ
た
こ
と
、
船
員
職
業
安
定
法
第
九
十
二
条

第
五
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ

る
船
員
法
第
八
十
七
条
第
一
項
本
文
若
し
く
は

第
二
項
本
文
の
規
定
に
よ
つ
て
船
員
派
遣
の
役

務
に
従
事
で
き
ず
、
若
し
く
は
船
員
派
遣
の
役

務
に
従
事
し
な
か
つ
た
こ
と
又
は
船
員
の
雇
用

の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
二

年
法
律
第
九
十
六
号
）
第
十
四
条
第
六
項
の
規

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
船
員
法
第

八
十
七
条
第
一
項
本
文
若
し
く
は
第
二
項
本
文

の
規
定
に
よ
つ
て
船
員
労
務
供
給
の
役
務
に
従

事
で
き
ず
、
若
し
く
は
船
員
労
務
供
給
の
役
務

に
従
事
し
な
か
つ
た
こ
と
。

五

船
員
法
第
八
十
七
条
第
三
項
の
規
定
（
船
員

職
業
安
定
法
第
八
十
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ

り
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
第
五
条
第
五
号

に
お
い
て
同
じ
。）に
よ
る
申
出
を
し
、
又
は
軽

易
な
作
業
に
従
事
し
た
こ
と
。

五

船
員
法
第
八
十
七
条
第
三
項
の
規
定
（
船
員

職
業
安
定
法
第
八
十
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ

り
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
次
条
第
五
号
に

お
い
て
同
じ
。）に
よ
る
申
出
を
し
、
又
は
軽
易

な
作
業
に
従
事
し
た
こ
と
。

六

船
員
法
第
八
十
八
条
の
規
定
（
船
員
職
業
安

定
法
第
八
十
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用

さ
れ
る
場
合
を
含
む
第
五
条
第
六
号
に
お
い
て

同
じ
。）に
よ
り
作
業
に
従
事
で
き
な
か
つ
た
こ

と
。

六

船
員
法
第
八
十
八
条
の
規
定
（
船
員
職
業
安

定
法
第
八
十
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用

さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
次
条
第
六
号
に
お
い
て

同
じ
。）に
よ
り
作
業
に
従
事
で
き
な
か
つ
た
こ

と
。

七

船
員
法
第
八
十
八
条
の
二
の
二
第
一
項
の
規

定
（
船
員
職
業
安
定
法
第
八
十
九
条
第
五
項
の

規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
第
五

条
第
七
号
に
お
い
て
同
じ
。）並
び
に
船
員
法
第

八
十
八
条
の
二
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規

定
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
船
員
職
業
安
定
法
第
八

七

船
員
法
第
八
十
八
条
の
二
の
二
第
一
項
の
規

定
（
船
員
職
業
安
定
法
第
八
十
九
条
第
五
項
の

規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
次
条

第
七
号
に
お
い
て
同
じ
。）並
び
に
船
員
法
第
八

十
八
条
の
二
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定

（
こ
れ
ら
の
規
定
を
船
員
職
業
安
定
法
第
八
十

八

船
員
法
第
八
十
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定

（
船
員
職
業
安
定
法
第
八
十
九
条
第
五
項
の
規

定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
第
五
条

第
八
号
に
お
い
て
同
じ
。）及
び
船
員
法
第
八
十

八
条
の
三
第
三
項
の
規
定
（
船
員
職
業
安
定
法

第
八
十
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
第
五
条
第
八
号

に
お
い
て
同
じ
。）に
よ
り
休
日
に
作
業
に
従
事

で
き
ず
、又
は
作
業
に
従
事
し
な
か
つ
た
こ
と
。

八

船
員
法
第
八
十
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定

（
船
員
職
業
安
定
法
第
八
十
九
条
第
五
項
の
規

定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
次
条
第

八
号
に
お
い
て
同
じ
。）及
び
船
員
法
第
八
十
八

条
の
三
第
三
項
の
規
定
（
船
員
職
業
安
定
法
第

八
十
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
次
条
第
八
号
に
お

い
て
同
じ
。）に
よ
り
休
日
に
作
業
に
従
事
で
き

ず
、
又
は
作
業
に
従
事
し
な
か
つ
た
こ
と
。

九

船
員
法
第
八
十
八
条
の
四
の
規
定
（
船
員
職

業
安
定
法
第
八
十
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り

読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
第
五

条
第
九
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
よ
り
午
後
八
時

か
ら
翌
日
の
午
前
五
時
ま
で
の
間
に
お
い
て
作

業
に
従
事
で
き
ず
、
又
は
作
業
に
従
事
し
な
か

つ
た
こ
と
。

九

船
員
法
第
八
十
八
条
の
四
の
規
定
（
船
員
職

業
安
定
法
第
八
十
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り

読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
次
条

第
九
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
よ
り
午
後
八
時
か

ら
翌
日
の
午
前
五
時
ま
で
の
間
に
お
い
て
作
業

に
従
事
で
き
ず
、
又
は
作
業
に
従
事
し
な
か
つ

た
こ
と
。

十

（
略
）

十

（
略
）

十
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適

用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
第
五
条
第
七
号
に
お

い
て
同
じ
。）に
よ
り
船
員
法
第
六
十
条
第
一
項

の
労
働
時
間
を
超
え
て
作
業
に
従
事
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
又
は
作
業
に
従
事
し
な
か
つ
た
こ

と
。

九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用

さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
次
条
第
七
号
に
お
い
て

同
じ
。）に
よ
り
船
員
法
第
六
十
条
第
一
項
の
労

働
時
間
を
超
え
て
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
又
は
作
業
に
従
事
し
な
か
つ
た
こ
と
。

（
法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
十
三
条
第
一
項
の
国
土
交

通
省
令
で
定
め
る
者
）

第
四
条

法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
十
三
条
第
一
項
の
国

土
交
通
省
令
で
定
め
る
者
は
、
求
職
者
以
外
の
者

で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

（
新
設
）

一

事
業
主
の
実
施
す
る
船
員
の
採
用
に
資
す
る

活
動
に
参
加
す
る
者

二

乗
船
実
習
、
操
船
実
習
そ
の
他
の
実
習
を
受

け
る
者

（
法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
十
五
条
第
一
項
の
国
土
交

通
省
令
で
定
め
る
妊
娠
又
は
出
産
に
関
す
る
事

由
）

（
法
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
十
一
条
の
三
第
一
項
の
国

土
交
通
省
令
で
定
め
る
妊
娠
又
は
出
産
に
関
す
る

事
由
）

第
五
条

法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
十
五
条
第
一
項
の
国

土
交
通
省
令
で
定
め
る
妊
娠
又
は
出
産
に
関
す
る

事
由
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
三
条
の
二

法
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
十
一
条
の
三
第

一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
妊
娠
又
は
出
産

に
関
す
る
事
由
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）
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